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4.20 Coffee Break
“Republic of the Congo”
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6.22 Coffee Break

“Bangladesh”
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2.15 Coffee Break
“Finland”
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	令和７年度　YIC 日本語サークル発表会
	YIC日本語サークルでは、約２５０名の外国人学習者が日々日本語を学んでいます。  令和７年３月２２日（日）には、７組の学習者が母国と日本の生活の違いや将来の夢についてスピーチや歌を発表しました。  当日は、家族・友人、日本人ボランティアなど７９名が参加し、温かい雰囲気の中で発表を見守りました。
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	インドネシアの 文化遺産
	日本に来た理由
	和食
	タイについて
	ミャンマーの 水祭り



	YIC日本語サークル
	YICでは、日本語ボランティアと外国人学習者が日本語を勉強する『YIC日本語サークル』を毎日開催しています。学習者のニーズに合わせてマンツーマンで勉強しています。
	ボランティア活動
	荒木 昭二さん
	黒川 浩さん
	四日市でも海外の若者が増えていると感じていた時、YICのボランティアを知りました。言語や文化の違う国で仕事をする方のお手伝いをしたいと思ったのがきっかけで応募しました。現在、ミャンマー、インドネシア、ベトナムの方を担当させていただいています。仕事や勉強で忙しい中、毎週通う姿を見ていると応援したい気持ちでいっぱいになります。YIC の学習を通して日本語を好きになり、将来母国へ帰った時「日本へ行って良かったな」と思ってもらえたら嬉しいです。

	市川 ひとみさん
	大縄 恵美さん


	学習者紹介
	名前
	ジョナ
	シャミム
	サビナ
	国籍
	アメリカ
	バングラデシュ
	ネパール
	中国

	チン
	ラン
	ラム
	カルメン
	ミナ
	台湾
	中国・江南省
	ベトナム
	ペルー
	ルーマニア

	トニ
	アウン
	マユミ
	マルシア
	ユリア
	フィンランド
	ミャンマー
	ボリビア
	ブラジル
	ブラジル
	天気
	ありがとう：優しさを感じるから。

	タカユキ
	ティファニー
	ディディ
	ミゲル
	クインシー
	韓国
	カナダ
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	フィリピン
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	令和７年度イベント
	4.20  Coffee Break “Republic of the Congo”
	6.20    親子クラブ
	YIC
	7.6 日本語サークル研修会
	水彩画体験
	7.27  Coffee Break “India”
	国際理解講座
	6.22  Coffee Break “Bangladesh”
	7.13 報水彩画体


	8.24 TRIO報告会
	10.12   Coffee Break “Myanmar”
	国際理解講座
	報告会
	ロングビーチ市での20日間の交流を高校生TRIOが写真とともに報告。現地の学校訪問や文化体験の話に参加者は熱心に耳を傾け、国際交流の意義を感じる時間となりました。

	11.9  多文化講座 “日本生まれインターナショナル育ち”
	多文化講座
	12.7 日本語サークル研修会
	12.13 和菓子と茶道で深める国際交流体験

	2.15  Coffee Break “Finland”

	2025TRIO
	自分を大事にし認め合う心
	今回の派遣事業でありのままでいる事の大切さを学びました。ロングビーチ市ではLGBTQの人たちを見かける事がよくありました。その時に性的多様性を尊重していると感じました。例えば街中で同性カップルを見た周りの人は誰も否定的な目や好奇な目で見ている人はいませんでした。誰もが
	水谷 優菜さん 四日市メリノール学院高校3年生

	人とのつながりを広げ、深める学び
	私は、今回のTRIO事業を通して、言語や文化の違いに挑戦することで、自信や柔軟性が身につくことを学びました。相手の文化を尊重しながら自分の文化を伝えることで、深い交流が生まれると実感しました。また、新たな人とのつながりが増えたことも嬉しかったです。多様な価値観を受け入
	永井 杏奈さん セントヨゼフ女子学園高校1年生

	国際交流の懸け橋になるということ
	今回、TRIOとして米国ロングビーチを訪問しました。姉妹都市友好協会の方々の献身的な尽力のおかげで、通常の海外旅行では訪問できないような場所（警察署や動物病院見学、高校や大学訪問、消防船乗船等）で、貴重な体験・交流ができました。国と国の懸け橋とは、お互いの友好を深め、
	吉川 美紀さん 白子高校教諭



